
学校教育目標  「当小っ子の力」を身につける子 

                         人と交流し、思いを共有できる子 

                      未来を語り、行動を起こす子 

 

 

 

～振り返ろう 「当小っ子の力」～ 
  

くるみなの庭 
校長 松 川   弘  

知りませんでした… 

 当麻山麓にある「くるみなの庭」。皆様はご存知のことと思いますが、私は「くるみな」とは

どんな意味なのだろう？と素朴な疑問を持っていました。校長室にあった「心を育む 食育 木

育 花育」というパンフレットにこのように記されていました。 

 

「くるみな」とはアイヌ語の”クル（人）”と”ミナ（笑う）”からつけられた名前。 

訪れる人の「笑顔」が溢れる場所、そしてみんな（ミナ）が集まる（クル）場所であ 

ってほしいという願いが込められています。 

 

「人が笑う⇒みんなが来る」という意味だったんですね。 

 やさしくあたたかい気持ちを感じました。人間はやはり笑顔が一番です。笑顔は自分も周囲も

明るくします。このパンフレットにはこう結んでいました。 

   

笑うことは心に潤いを与えます。 

              それも心を育てる「花育」です。  

 

花育のことを自分ではわかったつもりでいましたが、そうではなかったことに気づかされま

した。 

 くるみなの庭同様、「笑顔があふれる学校づくり」にこれからも教職員一同努力していきま

す。 

 

地域の方へ～今年度の学校の変化について～学校の働き方改革に伴って 

 昨年 11 月５日（火）より 2 つの事柄が変わりました。一つ目は欠席連絡の方法です。従来

の電話で伝える方法からスマートフォンで QR コードを読み込んで必要事項を入力する方法に

なりました。これまで新型コロナウイルスやインフルエンザにり患した児童が多かった時に、学

校の電話が話し中で何度かけてもつながらない、ということで困った方もいたことと思います。

これは全道 63.8％（北海道通信社 1 月 14 日号より）の学校で導入されています。導入前は

「子どもが親になりすまして欠席連絡をするのではないか？」と多くの学校で懸念していまし

たが、導入後は特にそういった事例は上がっていません。「朝の忙しい時になかなか電話がつな

がらない」という部分を解消できたことはまず第一弾としてよかったのではないでしょうか？ 

 また、学校電話に自動音声メッセージを導入しました。夕方 18：00～朝 7：40に流されま

す。こちらも全道の 64.1％（令和６年度学校における働き方改革北海道アクションプランに係

る取組状況調査結果報告書より）の学校で、すでに導入されています。 

 

 当麻町はこれから小中一貫教育を推進します 

 「義務教育終了時の姿」 ふるさとに誇りをもち、仲間とともに未来を切り拓く子ども 

学校だより 

第 11号 

令和 7年 2月 28日 

当麻町立当麻小学校 

当麻町３条東３丁目 

℡ 0166-84-2020 



中学校授業体験 
２月１３日（木）に中学校授業体験が行

われました。中学校は、各教科担当の先生

が授業を行います。子どもたちは、数学科、

音楽科、美術科などの授業を体験しました。

真剣に話を聞き学ぶ姿から、中学校に向か

う気持ちの高まりが感じられました。 

３月の行事予定 
3日（月） 全校朝会 

4日（火） ぐんぐん日課 

6日（木） ぐんぐん日課 職員会議 

7日（金） いのちの授業（４年） 

7日（金） 同窓会入会式（６年） 

11日（火） ぐんぐん日課 

13日（木） ぐんぐん日課 

18日（火） 卒業式総練習 

19日（水） 卒業式会場準備 

18日（月） 後期通知表発行（卒業生） 

20日（木） 春分の日 

21日（金） 第 128回卒業証書授与式 

25日（火） 修了式 離任式 

18日（月） 後期通知表発行（在校生） 

※令和７年度 

着任式・始業式…４月７日（月） 

入学式…４月９日（水） 

令和６年度 後期学校評価（保護者アンケート） 

○評価の高い項目（満足・概ね満足 ９０％以上 下線は前期８０％台） 

 ・学校は、身につける「当小っ子の力」を育む教育を推進している。 

 ・学校は、学校・学年便り等の各種便り等で、学校の取組や子どもの様子について知らせたり、懇

談会やアンケート等で保護者や地域の声を受け止めたりしている。 

 ・学校行事が行われた時期や内容は適切である。 

 ・学校は、子どもの健康維持と体力向上のための活動に取り組んでいる。 

・子どもに、人を思いやる心が育っている。 

・子ども同士で助け合ったり、協力したりしている。 

○課題はあるが、改善が見られた項目（満足・概ね満足） 

・子どもは、自ら進んであいさつしている。前期７３％→後期７９％ 

・子どもは、決めたことを粘り強く最後までやろうとする。前期７４％→後期７９％ 

●課題の見られる主な内容（満足・概ね満足の数値を下げた、または、８０％前後） 

 ・いじめの未然防止 ・学習内容を理解し、意欲的に学習する ・進んで体を動かす 

（課題の改善に向けて） 

 ・いじめの未然防止、不登校対策の取組を発信し、組織的に取り組みます。 

 ・相手のことを思いやる正しい言葉の遣い方を指導します。 

 ・学びの理解を深めるために、一人１台端末を活用した学習を効果的に行います。 

 ・子どもの頑張りを認め、励まし、ほめることで、粘り強くやり遂げられるようにします。 

（家庭で大切なこと） 

 ・進んで体を動かすことが数値を下げている原因の一つに、ＳＮＳの使用や通信ゲームによる課題

が考えられます。規則正しく、健康に過ごすためにも、ご家庭でのルールが大切です。 

〈ルールの一例〉 

 ・スマホやＳＮＳの設定は保護者とする。 ・名前や学校名、住所など個人情報が分かるようなこ

とは発信しない。 ・他人の悪口や、他の人に見せられないような内容は発信しない。 

 ・自分や他の人が分かるような写真は載せない。 ・保護者と一緒に決めた利用時間や場所を守る。 

 ※参照「青少年のインターネット利用に係る保護者向け普及啓発リーフレット」 

https://www.cfa.go.jp/policies/youth-kankyou/leaflet/ 

◎ＳＮＳ依存にならないためにも、規則正しい生活とともに、健康のためには、 

天気の良い日に外で体を動かすなど、親子で一緒に活動すると良いです。 

 

 


